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　中国地方各地の山間盆地には，最終氷期の泥炭質堆

積物が分布し，その一部には植物化石や花粉がふくま

れている．筆者は，これまで，“中国地方の第四紀後

期植物・花粉群”のシリーズとして，それらの数ヶ所

について報告してきた（大西，1986，1987，1988）．今

回は，島根県仁多町福原と佐田町反部（図1）の泥炭

層の花粉分析結果を報告する．

＊島根大学理学部地質学教室
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2 大　西　郁　夫

1．仁多町福原

　島根県仁多郡仁多町福原は，斐伊川の小支流・矢入

川の上流にひらけた，標高約400mの，小さな山間盆

地である（図2）．そこでは，層厚2m以上の亜角礫層

があり，層厚25cmの砂混じり泥炭層をはさみ，黄色

降下軽石層におおわれている．この降下軽石層は三瓶

山の浮布軽石（松井・井上，1971の浮布降下軽石層）

に対比される．

　泥炭層から5試料を採取し，花粉分析をおこなっ

た．結果を図3に示す．全般的に，スギ属とマツ属が

多いが，下部と上部で，顕著な違いがみられる．すな

わち，下部の2試料では，ハンノキ属が多いが，上部

の2試料では，ツガ属，トウヒ属が多くなる．

H．佐田町反部

　出雲市乙立町森原から簸川郡佐田町豊田にかけての

神戸川沿いには，大田軽石流（松井・井上，1971）に

由来すると考えられる軽石粒を含む礫層（飯の原礫

層）が分布し，河岸段丘を構成している（島根県地質

図説明書編集委員会，1985）．佐田町反部（図4）で，

難縣1舳灘　醗

2㎞
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図2　福原の試料採取地点　国土地理院発行2万5

　　　千分の1地形図r阿井町」を使用

道路拡張工事の際に，飯の原礫層におおわれる泥炭層

が発見された．ここでは，軽石を含む礫層の下位に，

層厚約2mの軽石を含まない礫層があり，その中位

に，層厚約40cmの泥炭層がはさまれている．この泥

炭層から，4試料を採取し，花粉分析をおこなった．

　花粉分析の結果を図5に示す．スギ属とハンノキ属

が多く，単維菅束亜属を含むマツ属，トウヒ属，ツガ
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中国地方の第四紀後期植物・花粉群一その4 3

属などの針葉樹種を伴う．

皿．気候推定とその年代

　鳥取県日南町の下花口層から，チョウセンマツをふ

くむ泥炭層が発見され，その22，030±1，240年BPとい’

う1℃年代値から，最終氷期の最寒冷期を示すと考え

られている（大西ほか，1987）．その泥炭層の花粉組成

は，単維菅束亜属を含むマツ属，トウヒ属，ツガ属な

どの針葉樹種が多く，スギ属などの針葉樹種やカバノ

キ属以外の広葉樹種をほとんど含まず，周辺地域は発

達した亜高山性針葉樹林におおわれていたと推定され

ている（大西，1987）．

　それに対し，今回の反部と福原の下部の花粉組成

は，スギ属とハンノキ属が多く，単維菅束亜属を含む

マツ属，トウヒ属，ツガ属などの針葉樹種を伴う．こ

れらの花粉組成から，上記の寒冷気候よりかなり温暖

化した気候が推定される．それに対し，福原の上部の

花粉組成は，スギ属は多いが，ハンノキ属が減少し，

単維菅束亜属を含むマツ属，トウヒ属，ツガ属などの

針葉樹種が増加し，やや寒冷化したものと考えられ

る．

　泥炭層の絶対年代はいくつかの報告がある．浮布軽

石は，三瓶山周辺では，浮布火砕流を整合におおう．

浮布火砕流からは，16，000±400y．B．P．（松井・井上，

1971）と14，780±350y．B．P．（服部ほか，1883）という

1℃年代が報告されていて，浮布軽石の噴出年代は約

し5万年前と推定される．

　一方，大田軽石流からは，25，600±1，000y．B．P．（鈴

木ほか，1968），21，740±810～＞33，300y．B．P．（服部

ほか，1983）などの14C年代が報告されているが，池

田軽石や姶良火山灰との関係からみて（柴田，1979）．

その噴出期はほぼ3万年前と考えられる．

IV．山陰地方中部における最終氷期後期の気候変化

　このような年代推定をすると，反部の泥炭層は，松

江市の奥谷層上部（大西，1974）とほぼ同時代で，同

層下部の寒冷期（大西，1988）と前記の下花口層（大

西，1987）および岡山県八束村の花園層（大西，1974）・

島根県横田町の亀ヶ市層（大西，1986）などの約2．2万

年前の寒冷期とに狭さまれた，3万年前後のやや温暖

な時期を代表するものと考えられる．また福原の泥炭

層の下部は，約2．2万年前の寒冷期に引ぎ続くやや温
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6 大　西　郁　夫

暖化した時期を代表し，上部はやや寒冷化して，横田

町の小峠層の寒冷期（大西，1986）へと引ぎ続き，さ

らに，境港層のやや温暖な時期（大西，1977）へと引

ぎ続いていくものと考えられる（表1）．
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